
 
 

令和８年１月２２日 

国土交通省関東地方整備局 

千葉国道事務所 

 

工事発注手続きについて 

～「Ｒ７国道３５７号海老川大橋下部工事」の発注手続きを行います～ 
 

千葉国道事務所が発注する「Ｒ７国道３５７号海老川大橋下部工事」において、不調・不落

対策等を試行、採用します。 

 

 工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理由として、入札のとりや

めや不調が予想される工事について、不調・不落対策等を試行、採用しています。 

今回発注する「Ｒ７国道３５７号海老川大橋下部工事」については、以下のとおり不調・不

落対策等を試行、採用します。 

 

【不調･不落対策等】 

１．公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式） 企業実績評価型 

２．競争参加資格の緩和 

３．難工事指定 

４．余裕期間制度（任意着手方式）  

※詳細は次頁をご覧下さい。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 千葉県政記者会 千葉市政記者会 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 千葉国道事務所 

電話：０４３－２８７－０３１１（代表） メールアドレス：ktr-chiba-koho@mlit.go.jp 

副所長（技術）  山室（やまむろ）（内線：２０４） 

工務課長     町田（まちだ） （内線：４１１） 
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《工事概要》 

（１）工 事 名：Ｒ７国道３５７号海老川大橋下部工事 

（２）工事場所：千葉県船橋市日の出２丁目地先 

（３）工 期：工事の始期から３６５日間 

         （但し、令和８年３月１９日（工事着手期限）までに工事を開始すること。） 

（４）入札方式：公募型指名競争入札方式 （総合評価落札方式）企業実績評価型 

（５）工事種別：一般土木工事 Ｃ＋Ｂ等級 

（６）工事内容（概要）：ＲＣ橋脚工          1 式 

             作業土工          1 式 

             鋼管杭           16 本 

             定規・プラント設置撤去   1 式 

             コンクリート       532 m3 

             鉄筋            50 t 

             圧接           131 箇所 

             エンクローズ溶接      66 箇所 

             コンクリート削孔     351 箇所 

            アスファルト舗装工     747 m2 

            排水構造物工         1 式 

             側溝工           11 m 

             集水桝・マンホール工    2 箇所 

            防護柵工           1 式 

             路側防護柵         46 m 

             防止柵           39 m 

            区画線工          150 m 

            構造物撤去工         1 式 

            仮設工            1 式 

             土留・仮締切工       1 式 

             交通管理工         1 式 
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■工事概要図 
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 Ｐ４橋脚構造図  

地理院地図を加工して使用 

至 東京 

至 千葉 



 

 

《不調・不落対策等》 

１．公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）企業実績評価型 

競争参加者が少数と見込まれ、技術難易度が比較的低い工事について、試行するもの

です。 

特徴は次のとおりです。なお、公共工事の実績のない企業でも参加しやすい方式とな

っています。 

    １）競争参加時に配置予定技術者の申請は不要です。 

     （参加要件として配置予定技術者の工事経験の設定はありません。） 

    ２）総合評価における加算点の評価対象は、企業における防災に係る取組姿勢、同種

工事の施工実績、本発注工事の工事種別における新規契約の有無及び賃上げの実

施、ワーク・ライフ・バランス関連認定企業の評価を加算点としています。 

    ３）過去の工事成績や表彰実績、配置予定技術者の技術力は評価対象としません。 

 

 ２．競争参加資格の緩和 

  １）地域要件の拡大 

    工事場所等の地理的条件を勘案し、競争参加資格の地域要件を「千葉県内」に建設業法

に基づく本店、⽀店⼜は営業所を有する企業から「関東地方整備局管内」に建設業法に基

づく本店、⽀店⼜は営業所を有する企業に拡大します。 

２）企業に求める施工実績の緩和 

企業に求める施工実績を「道路工事における既製杭工において、鋼管杭を実施した工事

であること。」に限定せず、「道路工事における既製杭工を実施した工事であること。」

として緩和します。 

 

３．難工事指定 

本工事は、ＪＲ京葉線及び東関東自動車道に近接し、また、供用している交通量の多い国

道３５７号の橋梁桁下における狭所及び空頭制限下の作業であり、厳しい安全管理と施工管

理が必要であるため、「難工事」の指定を実施します。 

「難工事」指定された工事は、完成時に７０点以上の工事成績評定を通知された場合、今

後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点

対象となります。なお、主任（監理）技術者または現場代理人として従事した経験について、

審査基準日の月以前の４年間が評価対象となります。 

 

４．余裕期間制度（任意着手方式） 

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保

等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事であり、工事着手期限（令和８年３月

１９日）の間で、受注者は工事の始期を任意に設定することができます。受注者が決定した

工事の始期までが余裕期間となります。 

なお、工事の始期までの余裕期間内は、監理技術者等の配置が不要となります。 
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《スケジュール》  

○入札公示、入札説明書交付        ：令和 ８年 １月２２日（木） 

○技術資料等の提出期限         ：令和 ８年 ２月 ２日（月） 

○入札書・工事費内訳書の提出期限    ：令和 ８年 ３月 ３日（火） 

○開札日                ：令和 ８年 ３月 ６日（金） 

千葉国道事務所ホームページ https://www.ktr.mlit.go.jp/chiba/  
Ｘ（旧 twitter）情報     https://x.com/mlit_chibakoku 

ホームページ Ｘ 
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